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私
学
助
成
に
つ
い
て
は
、
私
立
学
校
が
我

が
国
の
学
校
教
育
に
お
い
て
果
た
し
て
い
る

役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
私
立
学
校
振
興
助

成
法
に
基
づ
き
、
私
立
学
校
の
教
育
研
究
条

件
の
維
持
及
び
向
上
、
学
生
・
生
徒
等
に
か

か
る
修
学
上
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
私
立
学
校
の
経
営
の
健
全
性
を
高

め
る
た
め
、
そ
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

平
成
二
十
三
年
度
概
算
要
求
は
、
二
十
二

年
七
月
二
十
七
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
平

成
二
十
三
年
度
予
算
の
概
算
要
求
組
替
え
基

準
に
つ
い
て
〜
総
予
算
の
組
替
え
で
元
気
な

日
本
を
復
活
さ
せ
る
〜
」
に
基
づ
き
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
文
部
科
学
省
で
は
、

「
元
気
な
日
本
復
活
特
別
枠
」
を
活
用
し
、

我
が
国
の
成
長
の
原
動
力
で
あ
る
「
強
い
人

材
」
を
実
現
し
、
国
民
の
未
来
に
対
す
る
希

望
に
つ
な
が
る
施
策
を
要
求
・
要
望
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
人
生
前
半
の
社
会
保
障
」
と

し
て
の
教
育
や
知
的
創
造
性
の
育
成
、
ハ
ー

ド
か
ら
人（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）・
知
恵（
ソ
フ
ト
）

へ
の
転
換
や
「
新
し
い
公
共
」
の
実
現
な
ど

を
重
視
す
る
一
方
で
、
す
べ
て
の
事
業
に
わ

た
り
事
業
仕
分
け
や
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
を

は
じ
め
と
し
た
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、
積
極

的
な
見
直
し
を
実
施
し
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

た
概
算
要
求
を
八
月
三
十
一
日
に
提
出
し
ま

し
た
。

二
十
三
年
度
の
私
学
助
成
関
係
概
算
要
求

の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一　

私
立
大
学
等
の
経
常
費
に
対
す
る　

補
助

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
は
、
私
立
の
大

学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
の
教
育
又

は
研
究
に
か
か
る
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
補

助
す
る
も
の
で
す
。

二
十
三
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、
授

業
料
減
免
の
充
実
、
私
立
大
学
等
の
質
の
高

い
教
育
研
究
活
動
及
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革

を
支
援
す
る
た
め
、
従
来
の
一
般
補
助
と
特

別
補
助
を
抜
本
的
に
組
み
替
え
る
と
と
も

に
、
基
盤
的
経
費
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

一
般
補
助
で
は
、
教
職
員
給
与
費
な
ど
大

学
等
の
運
営
に
不
可
欠
な
教
育
研
究
に
か
か

る
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
引
き
続
き
支
援
す

る
と
と
も
に
、
従
来
の
特
別
補
助
の
対
象
と

な
っ
て
い
た
取
組
の
う
ち
、
共
通
的
な
取
組

と
し
て
一
般
化
し
た
活
動
に
つ
い
て
も
支
援

を
行
い
ま
す
。

特
別
補
助
で
は
、新
成
長
戦
略
を
踏
ま
え
、

①
成
長
分
野
で
雇
用
に
結
び
つ
く
人
材
の
育

成
、②
社
会
人
学
生
の
組
織
的
な
受
け
入
れ
、

③
大
学
等
の
国
際
交
流
の
基
盤
整
備
、
④
大

学
院
等
の
持
続
可
能
性
の
あ
る
発
展
の
基
盤

整
備
、
⑤
大
学
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
な
ど
、

私
立
大
学
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
を
伴
っ

た
組
織
的
な
取
組
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
支
援

と
し
て
は
、
各
大
学
等
が
経
済
的
に
修
学
困

難
な
学
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
授
業
料

減
免
等
へ
の
支
援
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

学
生
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
の
た
め
の
支
援

体
制
を
学
内
に
構
築
し
て
い
る
大
学
等
に
対

す
る
支
援
を
新
た
に
行
い
ま
す
。

二　

私
立
高
等
学
校
等
の
経
常
費
助
成
費

等
に
対
す
る
補
助

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
等
補
助

は
、
私
立
の
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、

中
学
校
、
小
学
校
、
幼
稚
園
及
び
特
別
支
援

学
校
に
経
常
費
助
成
を
行
う
都
道
府
県
に
対

し
て
、
国
が
補
助
す
る
も
の
で
す
。

二
十
三
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、
新

学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け
た
教
育
環
境

の
充
実
及
び
衛
生
管
理
強
化
な
ど
の
た
め
、

生
徒
等
一
人
あ
た
り
の
単
価
を
増
額
す
る
と

と
も
に
、
授
業
料
減
免
補
助
や
障
害
の
あ
る

子
ど
も
が
在
園
す
る
私
立
幼
稚
園
へ
の
支
援

な
ど
、
都
道
府
県
に
よ
る
経
常
費
助
成
等
に

対
す
る
補
助
を
充
実
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

三　

私
立
学
校
の
施
設
・
設
備
に
対
す
る

補
助

私
立
学
校
の
施
設
・
設
備
に
対
す
る
補
助

に
か
か
る
二
十
三
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て

は
、
近
年
の
大
規
模
地
震
の
多
発
に
鑑
み
、

高
等
学
校
等
の
耐
震
補
強
工
事
の
補
助
率
の

嵩
上
げ
や
私
立
学
校
施
設
高
度
化
推
進
事
業

費
補
助
（
利
子
助
成
）
の
学
校
法
人
負
担
率

の
引
き
下
げ
を
一
年
間
延
長
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
・
生
徒
等
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
の
学
校
施
設
の
耐
震
化
事

業
を
拡
充
し
、
耐
震
補
強
工
事
へ
の
補
助
に

加
え
、
新
た
に
耐
震
性
の
低
い
校
舎
等
の
建

替
え
の
一
部
（
耐
震
補
強
相
当
分
）
に
対
す

る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
私
立
学
校
施
設

高
度
化
推
進
事
業
費
補
助
で
は
、
建
替
え
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
高
等
学
校
等
の
学
校
法

人
負
担
率
を
大
学
等
と
同
等
に
す
る
こ
と

や
、
耐
震
補
強
事
業
を
利
子
助
成
の
対
象
と

す
る
こ
と
並
び
に
幼
稚
園
を
補
助
対
象
に
追

加
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

耐
震
化
以
外
に
も
、
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
工

事
や
身
体
障
害
者
及
び
高
齢
者
等
の
施
設
利

用
に
配
慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
情
報
教

育
や
教
育
・
研
究
の
基
盤
強
化
な
ど
、
教
育

研
究
機
能
の
高
度
化
の
た
め
の
施
設
・
設
備

の
充
実
や
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
私

立
学
校
施
設
の
整
備
の
推
進
を
支
援
し
て
参

り
ま
す
。

四　

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

の
貸
付
事
業

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
の

二
十
三
年
度
の
貸
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
私

立
学
校
の
老
朽
校
舎
等
の
建
替
え
整
備
事
業

を
は
じ
め
と
し
た
施
設
・
設
備
の
整
備
等
に

対
す
る
貸
付
計
画
額
を
八
〇
〇
億
円
と
し
、

そ
の
財
源
の
一
部
と
し
て
財
政
融
資
資
金

三
二
六
億
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度　

私
学
助
成
関
係
予
算
の
概
算
要
求

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部
私
学
助
成
課
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専
修
学
校
は
、
社
会
の
多
様
な
要
請
に
即

応
し
た
実
践
的
・
専
門
的
な
職
業
教
育
を
行

う
教
育
機
関
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
教
育
基
本
法
に
お
い
て
も
、
専
修

学
校
を
含
め
た
職
業
教
育
の
重
要
性
が
明
ら

か
に
さ
れ
、
そ
の
役
割
は
益
々
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

平
成
二
十
二
年
五
月
現
在
、学
校
数
は
三
、

三
一
〇
校
、
生
徒
数
は
約
六
四
万
人
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
高
等
学
校
卒
業
等
を
入
学
資

格
と
す
る
専
門
課
程
（
専
門
学
校
）
の
生
徒

数
は
約
五
六
万
人
、
専
門
学
校
へ
の
新
規
高

卒
者
の
進
学
率
は
一
五
・
九
％
と
、
大
学
に

次
ぐ
進
学
先
で
あ
り
、
専
門
学
校
は
我
が
国

の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
も
重
要
な
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
専
修
学

校
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
専
修

学
校
制
度
の
特
色
を
生
か
し
た
各
種
施
策
の

充
実
等
を
図
る
な
ど
専
修
学
校
教
育
の
振
興

に
努
め
て
い
ま
す
。

概
算
要
求
の
主
な
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。成

長
分
野
等
に
お
け
る
中
核
的
専
門
人
材

養
成
の
戦
略
的
推
進
【
新
規
】

産
業
構
造
・
社
会
構
造
の
変
化
等
が
進
む

中
で
、
我
が
国
経
済
社
会
の
一
層
の
発
展
を

期
す
た
め
に
は
、
経
済
発
展
の
先
導
役
と
な

る
成
長
分
野
、
我
が
国
が
強
み
を
持
つ
産
業

分
野
や
、
新
た
な
人
材
需
要
の
高
ま
り
が
予

想
さ
れ
る
分
野
等
へ
の
人
材
シ
フ
ト
を
円
滑

に
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
人
材
が
有

す
る
専
門
技
術
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

こ
の
た
め
、
専
門
学
校
を
は
じ
め
と
す
る

教
育
機
関
と
企
業
・
業
界
団
体
等
に
よ
り「
産

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
構
築
し
て
、
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
・
体
系
化
を

通
じ
た
学
び
や
す
い
学
習
シ
ス
テ
ム
の
構
築

や
、
教
育
の
質
保
証
の
仕
組
み
の
整
備
等
に

向
け
た
先
導
的
な
取
組
を
進
め
、
成
長
分
野

等
を
担
う
中
核
的
専
門
人
材
の
養
成
を
戦
略

的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
推
進
す
る
分
野
例
】

①
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
②
食
・
農
林
水
産
、

③
医
療
・
健
康
、
④
介
護
・
保
育
等
、
⑤
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ（
コ
ン
テ
ン
ツ
、デ
ザ
イ
ン
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
等
）、
⑥
観
光
、
⑦
Ｉ
Ｔ
、

⑧
そ
の
他

【
推
進
す
る
取
組
】

①　

社
会
人
等
が
学
び
や
す
い
学
習
シ
ス
テ

ム
の
整
備〔
産
業
界
と
の
連
携
に
よ
る「
学

習
ユ
ニ
ッ
ト
積
上
げ
方
式
」
の
構
築
〕

○
産
業
界
と
連
携
し
、
各
分
野
ご
と
に
、

企
業
・
業
界
団
体
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
つ
つ
、
主
要
職
域
の
中
核
的
専
門
人

材
を
養
成
す
る
た
め
の
短
期
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
学
習
ユ
ニ
ッ
ト
）
の
開
発
を

推
進
。

○
短
期
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
モ
ジ
ュ
ー

ル
化
・
体
系
化
を
図
り
、

・
短
期
の
学
修
成
果
の
積
上
げ
に
よ
り

当
該
職
域
等
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を

体
系
的
に
身
に
付
け
ら
れ
、

・
時
間
的
余
裕
の
少
な
い
社
会
人
等
で

も
自
己
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
選
択
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
「
学

習
ユ
ニ
ッ
ト
積
上
げ
方
式
」
の
学
習
シ

ス
テ
ム
を
構
築
。

ま
た
、
短
期
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
は
、
産
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
枠

組
み
を
活
用
し
て
、
よ
り
多
く
の
教
育

機
関
へ
の
導
入
、
多
様
な
レ
ベ
ル
・
職

種
で
の
対
応
を
可
能
に
す
る
た
め
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
化
を
促
進
し
、
そ
の
成

果
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
内

で
の
共
有
化
に
加
え
、
他
の
教
育
機
関

等
に
公
開
・
提
供
し
て
そ
の
普
及
を
図

る
。

②　

産
業
界
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
の
質
保

証
の
仕
組
み
の
整
備

○
短
期
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、

産
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
枠
組
み
を
活

用
し
、

・
産
業
界
の
視
点
を
入
れ
た
効
果
測

定
・
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
産
業

界
等
か
ら
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
も
取
り
入

れ
、
そ
の
内
容
を
逐
次
改
善
・
更
新
し

て
い
く
と
と
も
に
、

・
当
該
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
よ

う
と
す
る
学
校
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

認
証
の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
、
年
次
計

画
に
よ
り
調
査
研
究
を
行
い
、
そ
の
整

備
を
通
じ
、「
キ
ャ
リ
ア
段
位
制
度（「
日

本
版
Ｎ
Ｖ
Ｑ
」）」
の
構
築
へ
と
つ
な
げ

て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
、
成
長
分
野
等
を
担
う
中
核

的
専
門
人
材
の
養
成
を
戦
略
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。専

修
学
校
留
学
生
総
合
支
援
プ
ラ
ン

新
成
長
戦
略
（
二
十
二
年
六
月　

閣
議
決

定
）
に
お
い
て
は
、
ア
ジ
ア
経
済
戦
略
の
一

環
と
し
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
質
の
高
い

外
国
人
学
生
の
受
け
入
れ
を
三
〇
万
人
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
、「
専
門
学
校
へ
の
留
学

支
援
」
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

専
修
学
校
に
お
い
て
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心

と
す
る
各
国
か
ら
の
留
学
生
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
、
高
度
な
技
術
の
担
い
手
と
し
て
、

ア
ジ
ア
諸
国
と
我
が
国
と
の
架
け
橋
と
な
る

人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

留
学
生
に
つ
い
て
は
日
本
で
の
就
職
や
地
域

へ
の
定
着
等
の
面
で
な
お
困
難
を
抱
え
て
お

り
、
今
後
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
の
一
層
の

拡
大
を
図
る
上
で
、
こ
の
点
が
隘
路
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
相
談
窓
口
等

平
成
二
十
三
年
度　

専
修
学
校
関
係
予
算
の
概
算
要
求

文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
専
修
学
校
教
育
振
興
室
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の
設
置
や
支
援
情
報
の
提
供
、
日
本
で
の
就

職
に
際
し
求
め
ら
れ
る
能
力
を
修
得
す
る
た

め
の
学
習
機
会
の
整
備
、
企
業
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
促
進
な
ど
、
留
学
生
の
就
職
・
生

活
支
援
の
取
組
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
の

体
制
の
整
備
を
推
進
し
、
専
門
学
校
に
お
け

る
留
学
生
の
受
け
入
れ
拡
大
を
図
る
た
め
に

必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
二
十
三
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
実
績
（
二
十
一
・
二
十
二
年
度
）
を

踏
ま
え
、
個
々
の
専
修
学
校
に
よ
る
取
組
か

ら
、
広
域
的
な
支
援
体
制
整
備
の
取
組
に
重

点
化
し
て
、
事
業
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
の
実
現
に
向
け
た

修
学
支
援

専
門
学
校
生
を
含
め
、
意
欲
と
能
力
の
あ

る
学
生
・
生
徒
が
経
済
的
に
も
自
立
し
、
安

心
し
て
勉
学
に
励
め
る
よ
う
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
困
難
な
学
生
・
生
徒
を
支
援
す

る
（
独
）
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
事

業
の
充
実
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
二
十
三
年
度
よ
り
、
す
べ
て
の
意

志
あ
る
高
校
生
等
〔
専
修
学
校
（
高
等
課
程
）

に
通
学
す
る
生
徒
を
含
む
〕
が
安
心
し
て
教

育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
低
所
得
世
帯
（
年

収
約
三
五
〇
万
円
未
満
程
度
）
の
生
徒
に
対

し
て
授
業
料
以
外
の
教
育
費
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
給
付
型
奨
学
金
事
業
の
創
設
に
必

要
な
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
二
十
二
年
度
よ
り
措
置
さ
れ

た
高
校
生
等
〔
専
修
学
校
（
高
等
課
程
）
に

通
学
す
る
生
徒
を
含
む
〕
を
対
象
と
し
た
高

等
学
校
等
就
学
支
援
金
に
必
要
な
経
費
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
計
上
し
て
い
ま
す
。

専
修
学
校
の
教
育
内
容
等
を
充
実
す
る
た

め
の
支
援
策

以
上
の
ほ
か
、
科
学
技
術
の
高
度
化
や
情

報
化
な
ど
に
対
応
し
た
専
門
性
の
高
い
知

識
、
技
術
の
習
得
に
応
え
る
よ
う
、
教
育
内

容
の
充
実
を
目
指
す
私
立
専
修
学
校
に
対

し
、
教
育
装
置
や
情
報
処
理
関
係
設
備
の
整

備
費
に
つ
い
て
補
助
す
る
私
立
大
学
等
研
究

設
備
整
備
費
等
補
助
及
び
私
立
学
校
施
設
整

備
費
補
助
に
つ
い
て
必
要
な
経
費
等
を
引
き

続
き
計
上
し
て
い
ま
す
。
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学
校
法
人　

広
島
女
学
院

対
象
校
・
広
島
女
学
院
高
等
学
校

（
広
島
県
広
島
市
）

対
象
事
業
・
校
舎
新
築（
地
上
四
階
建
）

Ｊ
Ｒ
広
島
駅
か
ら
徒
歩
十
二
分
、
学

校
周
辺
に
は
縮
景
園
や
広
島
県
立
美
術

館
な
ど
が
あ
り
、
市
街
中
心
部
で
あ
り

な
が
ら
緑
の
多
い
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
中
に
あ
る
広
島
女
学
院
中
学
高
等

学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

百
年
を
超
え
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
女
子
教
育

広
島
女
学
院
は
一
八
八
六
年
（
明
治
十
九

年
）、
砂
本
貞
吉
牧
師
に
よ
り
、
聖
書
と
英

語
の
女
子
塾
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。翌
年
、

Ｎ
・
Ｂ
・
ゲ
ー
ン
ス
宣
教
師
を
ア
メ
リ
カ
か

ら
招
き
、
一
八
九
○
年
（
明
治
二
十
三
年
）

に
現
在
の
地
に
最
初
の
校
舎
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

創
立
当
初
か
ら
守
り
続
け
て
き
た
キ
リ
ス

ト
教
主
義
教
育
の
伝
統
は
、
今
も
女
学
院
を

支
え
、
幼
稚
園
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
大

学
・
大
学
院
を
も
つ
総
合
的
な
学
園
と
し
て
、

多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

学
び
や
す
い
環
境
―
檜
の
香
り
と
ぬ
く
も
り

一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
に
建
設

さ
れ
た
旧
高
校
校
舎
は
老
朽
化
が
著
し
く
な

り
、
前
校
長
を
中
心
に
教
員
と
設
計
者
、
施

工
業
者
が
使
う
側
の
生
徒
の
立
場
に
立
ち
、

七
十
九
回
に
わ
た
る
新
校
舎
建
築
委
員
会
の

開
催
を
経
て
、
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
十
一

年
）
に
本
校
西
校
地
に
新
校
舎
が
竣
工
し
ま

し
た
。

校
舎
に
入
る
と
、
国
産
の
檜
等
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
た
各
教
室
の
壁
、
フ
ロ
ア
に
ま

ず
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
遠
い
昔
の
懐
か
し
い

思
い
出
に
触
れ
た
よ
う
な
ぬ
く
も
り
、
そ
し

て
落
ち
着
き
を
感
じ
ま
す
。

二
階
に
あ
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
テ
ラ
ス
は
、

ま
る
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
よ
う
で
す
。
床

は
腐
り
に
く
い
南
米
産
の
木
材
（
イ
ペ
）
を

使
用
し
、
所
々
に
オ
リ
ー
ブ
の
木
の
鉢
植
え

が
置
い
て
あ
り
ま
す
。
お
昼
休
み
な
ど
に
生

徒
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
快
適
な
空

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
校
舎
の
約
一･

四
倍
、
二
、
〇
〇
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
と
面
積
が
増
加
し
た
教
室
は
開

放
感
で
い
っ
ぱ
い
の
作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
階
は
、
教
員
室
の
向
い
側
に
広
い
自
習

室
を
二
つ
、
セ
ミ
ナ
ー
室
を
二
つ
、
大
講
義

室
を
一
つ
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の

自
発
的
な
学
び
や
教
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
起
点
と
な
る
フ
ロ
ア
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
す
。

屋
上
は
部
分
緑
化
が
施
さ
れ
た
庭
園
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
四
四
枚
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
最
大
三
〇
キ
ロ
ワ
ッ

ト
（
全
教
室
の
照
明
の
約
半
分
を
賄
え
る
電

力
）
の
発
電
に
よ
っ
て
、
環
境
へ
の
貢
献
に

大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

元
金
均
等
償
還
と
利
子
助
成
が
決
め
手

こ
の
施
設
整
備
事
業
は
、
自
己
資
金
と
私

学
事
業
団
資
金
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
事
業
団
資
金
は
元
金
均
等
償
還
で
将
来
計

画
が
立
て
や
す
く
、
利
子
助
成
制
度
の
対
象

事
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ご
利
用
い
た

だ
い
た
理
由
と
の
こ
と
で
す
。

新
校
舎
の
チ
ャ
ペ
ル
に
あ
る
生
徒
の
デ
ザ

イ
ン
に
よ
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
煌
き
に
、

広
島
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
伝
統
校

の
堅
実
な
未
来
を
感
じ
ま
し
た
。

事
業
団
資
金
で

明
日
を
拓
く

未
来
は
こ
こ
か
ら

―
学
び
を
加
速
す
る
新
た
な
空
間
―

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

融
資
部　

融
資
課

☎
○
三
（
三
二
三
○
）
七
八
六
二
〜
七
八
七
一

Ｅ
メ
ー
ル　

yushi@
shigaku.go.jp

拓

屋上までの吹き抜け、「光庭」が校舎全体を明るくする

快適なウッドデッキテラス

校舎の外壁は打ち放しのコンクリート
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平
成
十
七
年
に
食
育
基
本
法
が
成
立
し
、

学
校
で
食
育
を
推
進
す
る
た
め
の
指
導
体
制

と
し
て
栄
養
教
諭
制
度
が
創
設
さ
れ
る
な

ど
、
食
育
と
い
う
言
葉
が
盛
ん
に
使
わ
れ
始

め
た
。
日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
で
あ
り
、

日
本
食
は
世
界
中
で
健
康
食
と
し
て
評
判
な

の
に
、
と
思
う
向
き
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
現

実
に
は
医
療
費
の
増
加
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を

知
ら
ず
、
国
民
医
療
費
は
年
に
三
五
兆
円
以

上
と
国
民
所
得
の
一
〇
%
に
迫
っ
て
い
る
。

食
育
と
生
活
習
慣
病

現
在
、
七
十
歳
以
上
の
三
〇
%
以
上
が
糖

尿
病
患
者
＊
で
あ
る
。
糖
尿
病
性
腎
症
は
新

た
に
透
析
を
始
め
る
患
者
の
原
疾
患
の
第
一

位
と
な
っ
た
。
透
析
患
者
に
は
一
人
当
た
り

年
間
七
百
万
円
か
か
る
と
い
う
。
高
血
圧
も

多
く
、
七
十
歳
以
上
の
約
七
〇
%
が
高
血
圧

症
で
、
そ
の
う
ち
約
半
数
が
降
圧
剤
を
服
用

し
て
い
る
。
高
血
圧
は
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

の
主
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
痛
風
も
増
加
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
疾
患
は
若
い
時
か
ら
の

食
生
活
の
影
響
を
受
け
、
長
く
無
症
状
で
進

行
し
、
発
症
し
て
か
ら
食
生
活
を
改
め
て
も

な
か
な
か
治
ら
な
い
。
こ
う
し
た
生
活
習
慣

病
が
激
増
し
た
の
は
食
生
活
の
洋
風
化
と
飽

食
に
も
原
因
が
あ
る
。

厚
生
労
働
省
の
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
結

果
に
よ
る
と
、
現
在
、
四
十
歳
か
ら
七
十
四

歳
の
男
性
の
五
〇
%
以
上
が
生
活
習
慣
病
の

前
駆
状
態
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
で
あ
る
と
い
う
。
最
近
や
っ
と
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

食
事
指
導
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
で

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
日
頃
の
食
習
慣
の

結
果
な
の
で
あ
る
か
ら
、
良
い
食
生
活
を
実

践
し
て
い
れ
ば
予
防
で
き
る
。
好
き
な
も
の

を
好
き
な
だ
け
食
べ
て
い
て
は
生
活
習
慣
病

を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
ば
か
り
で
あ

る
。人

は
自
ら
の
食
物
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。

精
製
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（
油
脂
、
砂
糖
、

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
）
は
口
に
美
味
し
く
、
過

剰
に
摂
取
す
る
と
肥
満
を
招
き
、
た
ん
ぱ
く

質
や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
分

は
少
な
い
た
め
、
偏
っ
て
摂
取
す
る
と
バ
ラ

ン
ス
を
欠
く
。
一
方
、
野
菜
や
芋
、
果
物
な

ど
の
摂
取
量
は
減
少
し
て
い
る
。

今
日
、
栄
養
学
で
は
、
ど
う
食
べ
れ
ば
健

康
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
で
き
る
か
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
正
し
い
食
べ
方
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
生
活
習
慣
病
の
大
部
分
は
予

防
で
き
る
の
で
あ
る
。
実
践
す
れ
ば
健
康
で

活
動
的
に
生
涯
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
何
を
ど
の
よ
う
に
食
べ
れ
ば
良

い
か
を
知
ら
な
い
人
が
多
く
、
知
っ
て
い
た

と
し
て
も
実
践
で
き
て
い
な
い
。
本
学
の
新

入
生
は
入
学
と
同
時
に
自
ら
の
食
事
記
録
を

と
り
、
正
し
い
食
べ
方
と
比
較
す
る
が
、
あ

ま
り
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
唖
然
と
す
る
者
が

大
部
分
だ
。
家
庭
科
は
男
女
共
修
に
は
な
っ

た
が
、
内
容
も
幅
広
く
な
り
食
に
関
す
る
授

業
は
少
な
く
、
日
々
の
食
生
活
に
は
あ
ま
り

活
か
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
そ
の
結
果
、

自
由
に
口
に
合
う
も
の
を
好
き
な
だ
け
食
べ

る
こ
と
が
多
く
な
り
、
生
活
習
慣
病
の
増
加

に
つ
な
が
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
幸
い
栄

養
士
が
献
立
し
て
い
る
日
本
の
学
校
給
食
は

栄
養
学
的
に
も
衛
生
的
に
も
良
い
食
事
を
提

供
し
、
給
食
を
受
け
て
い
る
時
期
の
児
童
・

生
徒
は
世
界
的
に
も
健
康
状
態
が
優
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
学
校
給
食
の
栄
養
士
は
学
校

現
場
で
は
食
と
健
康
の
プ
ロ
で
あ
る
が
、
教

員
で
は
な
い
の
で
児
童
・
生
徒
に
直
接
教
え

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
栄
養

教
諭
制
度
は
発
足
し
た
が
、
自
治
体
で
の
採

用
が
極
め
て
少
な
く
、
食
育
に
よ
り
自
発
的

に
食
生
活
を
変
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

現
代
の
食
生
活
の
変
化

家
庭
で
の
食
生
活
も
様
変
わ
り
し
た
。
外

食
・
既
製
食
品
の
増
加
、
生
活
時
間
の
く
い

違
い
、
例
え
ば
遅
い
帰
宅
、
児
童
・
生
徒
の

塾
通
い
等
に
よ
り
家
族
で
食
事
を
す
る
機
会

が
減
少
し
朝
食
欠
食
も
み
ら
れ
る
。
核
家
族

の
増
加
も
伝
統
食
を
減
ら
す
要
因
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
現
代
の
日
本
人
で
健
康
を
維

持
で
き
る
食
生
活
を
知
り
実
践
し
て
い
る
者

は
ご
く
少
な
い
。
こ
れ
が
医
療
費
増
加
の
主

な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
れ
が

冒
頭
の
食
育
基
本
法
や
栄
養
教
諭
制
度
発
足

等
の
主
な
理
由
で
あ
る
。

人
々
が
健
康
維
持
の
で
き
る
食
生
活
を
す

れ
ば
高
齢
に
な
っ
て
も
若
い
人
々
の
負
担
に

な
る
こ
と
も
減
る
で
あ
ろ
う
。「
人
は
食
物

を
変
え
て
し
ま
っ
た
た
め
、
食
べ
方
を
学
ば

な
け
れ
ば
滅
ん
で
し
ま
う
」
と
思
う
。
正
し

い
食
生
活
を
学
ぶ
た
め
に
、
義
務
教
育
で
食

育
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
の
食
育
へ
の
期
待

健
康
維
持
の
で
き
る
食
生
活
を
実
践
す
る

方
法
と
し
て
、
本
学
が
考
案
し
た
四
群
点
数

法
は
簡
単
で
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
。筆
者
は
、

新
入
生
に
は
前
期
授
業
で
四
群
点
数
法
に
よ

り
自
ら
の
食
生
活
を
点
検
・
評
価
さ
せ
て
い

る
。本
人
が
正
し
い
食
生
活
で
健
康
に
な
り
、

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
た
生
涯
を
送
り
、

そ
の
家
族
も
健
康
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
願

い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
学
生
か
ら
は

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
改
善
し

た
り
食
卓
の
会
話
が
増
加
し
た
り
と
、
家
族

か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
さ
れ
て

い
る
。

義
務
教
育
で
基
本
的
な
食
生
活
の
あ
り
方

を
教
え
る
の
が
食
育
の
基
本
で
あ
る
が
、
食

育
が
徹
底
し
て
い
な
い
た
め
、
今
は
成
人
も

含
め
て
多
く
の
人
が
誤
っ
た
食
べ
方
で
健
康

を
害
し
て
い
る
。
入
学
、
入
職
時
な
ど
機
会

あ
る
ご
と
に
食
に
つ
い
て
の
教
育
を
受
け
、

自
ら
食
に
つ
い
て
考
え
る
習
慣
や
「
何
を
ど

れ
だ
け
食
べ
た
ら
よ
い
か
」
正
し
い
知
識
と

判
断
力
を
身
に
つ
け
、
実
践
す
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。

＊
「
糖
尿
病
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
人
」
を
含
む
。

食
育
を
考
え
る

女
子
栄
養
大
学
学
長　

香
川　

芳
子

随　想
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注意事項 保険診療を受けようとするときは、この証を保険医療機関等の窓口で渡してください。

住　　所

備　　考
※　以下の欄に記入することにより、臓器提供に関する意思を表示することができます。
　（記入は自由です。）記入する場合は、１.２.３.のいずれかの番号を○で囲んでください。
1．私は、脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも移植の為に臓器を提供します。
2．私は、心臓が停止した死後に限り、移植の為に臓器を提供します。
3．私は、臓器を提供しません。
〈 1又は2を選んだ方で、提供したくない臓器があれば、×をつけてください。〉
【　心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球　】

〔特記欄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

署名年月日：　　　　 年　　月　　日

本人署名（自筆）： 家族署名（自筆）：

　

カ
ー
ド
化
に
伴
う
変
更
点

１
．
加
入
者
証
等
の
記
載
項
目

● 

加
入
者
証
の
表
面
に
は
、
①
加
入
者
記
号

番
号
、
②
加
入
者
氏
名
、
③
生
年
月
日
、

④
性
別
、
⑤
資
格
取
得
年
月
日
、
⑥
発
行

番
号
、
⑦
交
付
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

● 

加
入
者
被
扶
養
者
証
の
表
面
に
は
、
①
加

入
者
記
号
番
号
、
②
被
扶
養
者
氏
名
、
③

被
扶
養
者
生
年
月
日
、
④
性
別
、
⑤
認
定

年
月
日
、
⑥
加
入
者
氏
名
、
⑦
発
行
番
号
、

⑧
交
付
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

● 

有
効
期
限
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
（
た
だ

し
、
任
意
継
続
加
入
者
証
等
に
は
記
載
さ

れ
ま
す
）。

● 

従
来
の
加
入
者
証
等
に
記
載
し
て
い
た
学

校
等
名
称
及
び
学
校
所
在
地
は
省
略
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

● 

従
来
記
載
し
て
い
た
注
意
事
項
は
、
周
知

す
る
こ
と
を
前
提
に
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
る
規
定
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
更
新
加

入
者
証
等
を
送
付
す
る
際
に
同
封
す
る
注

意
事
項
を
必
ず
お
読
み
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、｢

加
入

者
異
動
報
告
書｣

又
は「
被
扶
養
者
異
動
報

告
書
」に
よ
り
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら

加
入
者
証
が
カ
ー
ド
化
さ
れ
ま
す
②

加
入
者
証
が
カ
ー
ド
化
さ
れ
ま
す
②

　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
の
更
新
を
機
に
加
入
者
証
を
カ
ー
ド
化
し
、
加
入

者
に
は「
加
入
者
証
」を
被
扶
養
者
に
は「
加
入
者
被
扶
養
者
証
」（
以
下「
更

新
加
入
者
証
等
」
と
い
う
）
を
交
付
し
ま
す
（
本
誌
八
月
号
参
照
）。

　

今
月
号
で
は
、
カ
ー
ド
化
に
伴
う
変
更
点
と
更
新
時
の
事
務
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

臓器提供意思表示欄
・ 自分の意思に合う番号をひとつ
だけ○で囲んでください。記入
は任意であり、記入を義務付け
るものではありません。
・ 臓器提供意思表示欄に意思表示
欄保護シールを上から貼り付け
て使用できます。
・ 臓器提供意思表示欄に記入した
後においても、いつでも臓器提
供に関する意思を変更すること
ができます。

資格取得年月日
・ 現在勤務している学校での資格
を取得した年月日です。
・ 私学共済に加入している学校か
ら１日の空白もなく、別の学校
で資格取得した場合（継続資格
取得）や同一学校法人内での異
動の場合でも後任校での資格取
得年月日が記載されます。

１

２
３

５

加入者証・加入者被扶養者証の裏面

住所
・ 加入者証等の住所欄に記入のう
え、使用してください。

・ 転居等により加入者の住所が変
更となった場合は、住所変更を
所定の用紙により行ってくださ
い。変更後の住所に訂正し、加
入者証等はそのまま使用してく
ださい。

・ 住所欄の余白がなくなった場合
は、加入者証等の再交付申請を
してください。

６

７

４

１

２
３
５
６

７

４

８
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２ 

．｢

臓
器
提
供
意
思
表
示
欄｣

の
記
載

　
｢

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律｣

が
二
十
二
年
七
月
十
七
日

か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
学
事
業
団
で

は
、
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え｢

臓
器
提
供
意

思
表
示
欄｣

の
取
り
扱
い
を
、
他
の
医
療
保

険
者
と
同
様
に｢
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー

ド｣

の
記
載
の
例
に
よ
り
、
更
新
加
入
者
証

等
に
記
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
臓
器
提

供
意
思
表
示
欄
へ
の
記
入
は
任
意
で
あ
り
、

記
入
を
義
務
付
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
臓
器
提
供
意
思
表
示
に
関
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
と
意
思
表
示
欄
保
護
シ
ー
ル
は
、
更

新
加
入
者
証
等
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
加
入
者
あ
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
私
学
共
済
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

更
新
時
の
事
務
の
取
り
扱
い

１ 

．
更
新
加
入
者
証
等
の
加
入
者
へ
の
交

付
方
法

　

更
新
加
入
者
証
等
は
、
二
十
二
年
十
月
一

日
現
在
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
作
成
し
て
い

ま
す
。
更
新
に
あ
た
っ
て
は
次
の
と
お
り
取

り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

① 　

更
新
加
入
者
証
等
は
、
加
入
者
ご
と

に
封
入
・
封
か
ん
し
、
送
付
し
ま
す
。

二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
学
校（
園
）

で
保
管
し
、
十
二
月
一
日
を
期
し
て
加
入

者
が
所
持
し
て
い
る
従
来
の
加
入
者
証
等

と
引
き
換
え
に
交
付
し
て
く
だ
さ
い
。

② 　

二
十
二
年
十
月
一
日
以
降
に
資
格
取
得

な
ど
加
入
者
証
等
が
交
付
さ
れ
る
異
動
報

告
が
処
理
さ
れ
た
場
合
は
、
新
た
な
内
容

で
加
入
者
証
等
を
交
付
し
ま
す
。
一
斉
送

付
す
る
更
新
加
入
者
証
等
は
異
動
報
告
前

の
内
容
に
な
り
ま
す
の
で
、
十
月
以
降
に

異
動
報
告
が
処
理
さ
れ
、
新
た
な
加
入
者

証
等
が
交
付
さ
れ
て
い
る
該
当
者
に
つ
い

て
は
、
一
斉
送
付
し
た
更
新
加
入
者
証
等

は
加
入
者
に
配
付
せ
ず
、
お
手
数
で
す
が

本
事
業
団
あ
て
に
そ
の
ま
ま
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

２ 

．
回
収
し
た
加
入
者
証
等
の
取
り
扱
い

　

加
入
者
か
ら
回
収
し
た
従
来
の
加
入
者
証

等
は
、｢

平
成
二
十
二
年
度
加
入
者
証
等
更

新
結
果
報
告
書｣

と
一
緒
に
十
二
月
十
七
日

（
金
）
ま
で
に
本
事
業
団
あ
て
に
返
納
し
て

い
た
だ
く
か
、
学
校
（
園
）
の
責
任
に
お
い

て
一
年
間
保
管
し
た
う
え
、
機
密
保
持
等
に

十
分
留
意
し
た
方
法
に
よ
り
学
校
（
園
）
で

廃
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
い
ず
れ
か
を
選
択

の
う
え
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
加
入
者
証
の
回
収
強
化
を
図
る
た

め
に
、
本
事
業
団
は
加
入
者
証
の
回
収
記
録

の
個
別
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
加
入
者
証

の
返
納
が
確
認
で
き
る
ま
で
、「
加
入
者
証

回
収
調
査
票
」
を
送
付
し
ま
す
。

● 

丙
種
校
の
取
り
扱
い

　

 　

従
来
、
更
新
時
に
送
付
し
て
い
た
「
福

祉
施
設
等
利
用
証
」
は
、
カ
ー
ド
化
に
伴

い
発
行
し
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
福

祉
施
設
等
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
「
加
入

者
資
格
証
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
回

収
し
た
「
福
祉
施
設
等
利
用
証
」
は
本
事

業
団
あ
て
に
返
納
し
て
い
た
だ
く
か
、
学

校
（
園
）
の
責
任
に
お
い
て
一
年
間
保
管

し
た
う
え
、
機
密
保
持
等
を
十
分
留
意
し

た
方
法
に
よ
り
学
校
（
園
）
で
廃
棄
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

「
福
祉
施
設
等
利
用
証
」
が
必
要
な
場
合

は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

３
．
様
式
用
紙
の
変
更

　

加
入
者
証
の
カ
ー
ド
化
に
伴
い
次
の
様
式

用
紙
も
変
更
と
な
り
ま
す
。
十
月
以
降
は
新

用
紙
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

資格喪失報告書

所属学校等変更報告書

加入者異動報告書

被扶養者認定・取消申請書

被扶養者異動報告書

加入者証・加入者被扶養者証・
高齢受給者証再交付申請書　※

加入者証等返納不能届書　※

※印の様式は必ず新用紙をご使用
　ください。

H22.10.1 H22.11.15 H22.12.1 

【更新加入者証等交付の流れ】
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六
十
歳
以
上
の
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権

者
で
あ
る
加
入
者
が
、
同
一
学
校
法
人
等
に

お
い
て
定
年
に
よ
り
一
旦
退
職
し
、
一
日
の

空
白
も
な
く
引
き
続
き
再
雇
用
さ
れ
、
再
雇

用
時
の
給
与
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
、
申

し
出
に
よ
り
標
準
給
与
を
即
時
に
改
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
取
り
扱
い
は
平
成

八
年
六
月
一
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
定
年
に
よ
る
退
職
後
継
続
し
て

再
雇
用
さ
れ
た
場
合
に
加
え
、
六
十
歳
以
上

の
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権
者
で
あ
る
加
入

者
が
、
定
年
制
の
あ
る
学
校
法
人
等
に
お
い

て
定
年
に
よ
ら
ず
退
職
し
た
後
、
継
続
し
て

再
雇
用
さ
れ
た
場
合
、
及
び
定
年
制
の
定
め

の
な
い
学
校
法
人
等
に
お
い
て
退
職
し
た

後
、
継
続
し
て
再
雇
用
さ
れ
た
場
合
に
つ
い

て
も
、
当
該
学
校
法
人
等
か
ら
の
申
し
出
に

基
づ
き
、
再
雇
用
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の

給
与
月
額
に
、
当
該
月
か
ら
標
準
給
与
を
変

更
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

１
．
要
件
（
①
〜
③
す
べ
て
に
該
当
）

① 

六
十
歳
以
上
の
退
職
共
済
年
金
の
受
給
権

者
② 

同
一
学
校
法
人
等
に
お
い
て
一
旦
退
職

し
、
一
日
の
空
白
も
な
く
引
き
続
き
再
雇

用
さ
れ
た
加
入
者

③ 

再
雇
用
時
に
給
与
が
変
更
と
な
っ
た
加
入

者
２
．
給
与
改
定
月

　
 　

給
与
が
変
更
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月

を
算
定
基
礎
月
と
し
て
、
当
該
算
定
基
礎

月
を
随
時
改
定
月
と
し
ま
す
。
こ
の
場
合

一
等
級
の
変
更
で
も
対
象
と
し
ま
す
。

３
．
申
し
出
方
法

①
「
標
準
給
与
改
定
届
書
（
即
時
改
定
用
）」

※ 

加
入
者
本
人
が
給
与
変
更
を
す
る
こ
と
の

同
意
（
届
書
の
「
本
人
の
同
意
」
欄
に
署

名
・
押
印
）
が
必
要
で
す
。

② 

そ
の
者
が
退
職
を
し
た
後
、
新
た
な
雇
用

契
約
を
結
ん
だ
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る

書
類
（
再
雇
用
契
約
書
の
写
し
等
）
を
添

付
４
．
実
施
日

　

二
十
二
年
九
月
一
日

※ 

九
月
一
日
以
後
に
再
雇
用
契
約
を
結
ん
だ

人
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

１
．
医
療
費
通
知
の
目
的

　

病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
の
た
め
に
加
入
者

証
を
使
っ
て
保
険
診
療
を
受
け
る
と
、
窓

口
で
医
療
費
の
一
部
を
受
診
者
が
支
払

い
、
残
り
の
医
療
費
を
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
を
経
て
私
学
事
業
団
が
医
療

機
関
に
支
払
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
医
療
費
の
総
額
に
つ
い

て
は
、
わ
か
り
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

　

本
事
業
団
で
は
、「
健
康
で
あ
る
こ
と
の

大
切
さ
」
を
再
認
識
し
、「
医
療
費
の
適

正
化
」
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
、
医
療
機
関
か
ら
の
五
月
分
の
請
求
に

つ
い
て
、
保
険
診
療
の
対
象
と
な
っ
た
医

療
費
の
総
額
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

通
知
に
は
、
受
診
者
名
、
受
診
年
月
、

診
療
科
目
、
診
療
日
数
、
医
療
費
総
額
、

自
己
負
担
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
医
療

機
関
名
や
疾
病
名
な
ど
診
療
内
容
に
つ
い

て
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
や
自

費
診
療
な
ど
の
医
療
費
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
窓
口
負
担
額
と
通
知
す

る
自
己
負
担
額
が
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
四
月
以
前
の
診
療
分
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
や
五
月
の
診
療
で

あ
っ
て
も
通
知
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
． 

医
療
費
通
知
に
つ
い
て
の

お
願
い

　

医
療
費
通
知
は
、
加
入
者
等
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
「
親
展
」

扱
い
と
し
て
、
十
月
下
旬
に
学
校
法
人
等

あ
て
（
任
意
継
続
加
入
者
は
自
宅
あ
て
）

に
送
付
し
ま
す
。
通
知
の
趣
旨
を
説
明
の

う
え
加
入
者
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

定
年
以
外
で
継
続
し
て
再
雇
用
さ
れ
た
場
合
も

定
年
以
外
で
継
続
し
て
再
雇
用
さ
れ
た
場
合
も

標
準
給
与
の
即
時
改
定
の
対
象
と
な
り
ま
す

標
準
給
与
の
即
時
改
定
の
対
象
と
な
り
ま
す

医
療
費
通
知
の
送
付

五
月
診
療
の
医
療
費
に
つ
い
て
十
月
下
旬
に

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お
送
り
し
ま
す
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●積立共済年金（つみきょう）
　加入者が在職中に掛金を積み立て、その積立金と
配当金を原資として、退職（脱退）後に年金などを
受け取ることができる公的年金を補完する制度です。
　月々2,000円（２口）の掛金から積み立てること
ができ、運用予定利率は1.25％です。
　この制度には右の２コースがあります。

●共済定期保険（きょうさいていき）【共済定期保険専用フリーダイヤル　 0120（716）267】

　加入者の多様な保障ニーズに応えて、遺族年金や
短期給付などの公的保障制度を補完する制度です。
　コースの体系は右のとおりです。

　※ １年ごとに収支計算し、剰余金が生じた場合は
配当金を還元します。

⎛
⎝
平成21年度配当率
家族年金コース・学校加入コース　40.68％
医療保障コース　　　　　　　　　46.94％

⎞
⎠

　※ 退職後も継続して加入できる「退職後保障プラ
ン」を引受保険会社で用意しています。このプ
ランの加入資格年齢は18歳以上で共済定期保険
脱退日直前まで継続して２年以上加入している
人が対象です。

　募集にあたっては、個別案内付申込書が入った封
筒を10月下旬に学校法人等あてに送付しますので、
加入者に配付をお願いします。

●申し込み方法
　後期募集では、「新規加入」「コース加入」「口数の変更」さらに「被保険者
の追加及び脱退（共済定期保険のみ）」を受け付けます。
　積立共済年金の新規申し込みは「新規加入申込書」を、すでに積立共済年金
に加入している人が他のコースに加入を希望する又は口数を変更する場合は
「コース加入・口数変更（増口・減口）申込書」にて申し込んでください。
　共済定期保険の申し込み（新規・変更・脱退）は、パンフレットに記載され
ている加入資格（告知内容）、支払条件等を確認のうえ、「加入申込書兼告知書」
にて手続きをしてください。

　送付先　〒113－8441　東京都文京区湯島１－７－５　私学事業団　福祉部保健課貯金係

※より詳しく知りたい教職員を対象に、学校に訪問して説明会を開催いたします。ご希望の場合は貯金係までお申し出ください。

満65歳までに10年以上掛
金を積み立て
→ 退職（脱退）後、年金又
は一時金を選択

自由選択コース
（一般生命保険料
控除の対象）　

満65歳までに２年以上掛
金を積み立て
→ 退職（脱退）後、年金・
医療保険・終身保険及び
一時金を複数選択可能

家族年金コース 加入者が死亡又は高度障害になった
場合、一時金又は年金を給付します。
独身の人も加入することができま
す。（配当金を還元）

３大疾病保障コース

がん、急性心筋梗塞、
脳卒中と診断され、所
定の状態となったとき

長期休業補償コース

病気やケガで60日（免
責期間）を超えて就業
不能となったとき

学校法人等が保険料を負担し、加入
者へ弔慰金等を支給するなど福利厚
生制度を充実させることを目的とし
ています。（配当金を還元）

税制適格コース
（個人年金保険料
控除の対象）　

（主契約です）

医療保障コース

病気やケガで５日以上
入院したとき
（配当金を還元）

医療費支援コース

１日以上の入院も保障
その他手術、女性疾病
にも対応

学校加入コース

募集期間　11月１日（月）～11月30日（火）　私学事業団必着

積立共済年金・共済定期保険
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事例１ 子供が生まれたので被扶養者として認定申請したい
　子の認定申請をする場合、被扶養者とすべき子の人数にかかわらず、夫婦それぞれ
の年間収入の多い方の被扶養者となります。
　被扶養者認定申請書にある「扶養手当の有無」「扶養手当の月額」欄は必ず記入し
てください。子の認定は、学校法人等からの扶養手当の有無や、配偶者が被扶養者に
なっているかどうかによって添付書類が異なります。
※ 配偶者が育児休業等により休業している場合、配偶者の年間収入は休業前の金額で
比較します。

※ 夫婦双方の年間収入が同程度である場合、被扶養者の地位の安定を図るため、届け
出により主として生計を維持する人の被扶養者としています。

　 　「同程度」の範囲については、「夫婦双方の年間収入の差額が年間収入の多い方の
額の１割以内である場合」とされています。

【添付書類】

配偶者が被扶養者として
認定されている場合

学校法人等から扶養手当が
支給される場合

学校法人等から扶養手当が
支給されない場合

１　続柄及び生年月日を確認する書類
　　（①②のいずれか）

①子の戸籍抄本（又は謄本）
②子の住民票（加入者が世帯主であって加入者との続柄が明記されたものに限る）

２　 加入者及び配偶者の年間収入を確
認できる書類

　　（①②のいずれか）

①勤務先の年収見込証明書
　 （ただし、前年の勤務期間が
１年に満たないときは、年収
見込証明書に限る）

②前年の源泉徴収票の写し

事例２ 子供を配偶者の扶養から加入者の扶養に変更したい
　子について、配偶者の健康保険等の被扶養者として認定されているが、加入者の年
収が配偶者よりも多くなる見込みである（又は多いことが判明した）ため、扶養替え
をする場合の添付書類は次のとおりです。
【添付書類】

学校法人等から扶養手当が支給される場合 学校法人等から扶養手当が
支給されない場合

１　続柄及び生年月日を確認する書類
　　（①②のいずれか）

①子の戸籍抄本（又は謄本）
②子の住民票（加入者が世帯主であって加入者との続柄が明記されたものに限る）

２　 加入者及び配偶者の年間収入を確
　　認できる書類
　　（①②のいずれか）

①勤務先の年収見込証明書
②前年の源泉徴収票の写し

３　

子
の
収
入
に
関
す
る
書
類

⑴子が18歳未満の場合 原則として添付書類は必要ありません。
ただし、子に収入がある場合は、⑶の書類が必要です。

⑵子が18歳以上で学生の場合
　（①②のいずれか）

①在学証明書
②有効期限の記載のある学生証の写し
（ただし、夜間部・通信教育課程・大学院に在籍している場合は⑶に限る）

⑶子が18歳以上で学生でない場合
　（①②のいずれかで最新のもの）

①非課税証明書
②所得証明書

⑷事由発生日を確認する書類 ①配偶者の健康保険制度の被扶養者を取り消しとなったことが確認できる書類
　※事由発生日は被扶養者取消日となります。
②国民健康保険に加入している場合は、国民健康保険証の写し
　※事由発生日は申請のあった日（発信日）となります。
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１ 被扶養者になれる人とは
　⑴　加入者と別世帯でも認められる人
　　 　配偶者（届け出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある人を含みます）、

子、父母、孫、祖父母、弟妹
　⑵　加入者と同一の世帯に属さなければ認められない人
　　 　上記⑴以外の三親等内の親族、加入者の配偶者で届け出はしていないが事実上婚姻

関係と同様の事情にある人の父母・子、当該配偶者の死亡後における父母・子

２ 主として加入者の収入によって生計を維持する人とは
　　恒常的な収入が年間130万円未満の所得である人をいいます。
　 　また、障害を事由とする公的年金等を受けているとき又は60歳以上で公的年金等を受
けているときは、恒常的な収入が年間180万円未満の所得である人をいいます。

３ 恒常的な収入とは
　 　次の⑴⑵のような継続して得られるもの（又はその予定のもの）をいい、所得金額の
算定は課税上の所得金額の計算とは異なります。

　⑴　総収入金額で取り扱うもの
　　　恩給・公的年金・個人年金・給与・傷病手当金・失業給付金など
　⑵　経費の実額を控除した後の所得金額で取り扱うもの
　　　事業収入・不動産収入など
　※２つ以上の種類の所得がある場合は、それぞれ合算した金額を恒常的な収入とします。

４ 被扶養者の要件を備えた日とは
　 　恒常的な収入が、認定要件より少ないことが確認できた日をいいます。確認できた日
以降は被扶養者として認定されます。

　　【被扶養者の要件を備えた日の例】
　　 　加入者の私学共済制度への加入日、婚姻日、退職日の翌日、収入減となった日、出

生日など

５ 被扶養者の要件を備えた日から30日以内に申請
　 　被扶養者の認定申請は、被扶養者としての要件を備えた日から30日以内に提出する
ことにより、要件を備えた日にさかのぼって認定します。

　 　ただし、要件を備えた日から30日を過ぎて申請があったときは、申請のあった日（発
信日）からの認定となり、要件を備えた日にさかのぼって認定はされません。

　 　保険診療等の給付を受けるうえで、いつから認定されるかは重要なことですので、注
意してください。

６ 認定には要件を確認する書類が必要
　 　被扶養者の要件を備えていることを確認するため、被扶養者認定申請書には戸籍等の
書類を添付してください。
◎「被扶養者認定申請書」は複写式のため、私学共済事業ホームページからダウンロードできません。
　用紙は共済事業本部又は各ガーデンパレス（東京・京都を除く）共済業務課へ請求してください。

　私学共済制度では、主として加入者の収入で生計を維持している配偶者や子などの家族についても、病気や
ケガをしたときに保険診療等の給付を受けることができます。この家族のことを「被扶養者」といいます。
　被扶養者の認定申請は難しく、必要な添付書類が分からないという声を聞きます。そこで、今月号から３回
にわたり、被扶養者の認定申請に必要な書類について、具体的な事例を挙げて説明いたします。

被扶養者認定申請 ―ポイントと事例①

申請は、要件を備えた日
から30日以内に！
30日を過ぎると、さかの
ぼっての認定ができなく
なります。



年末調整用証明書の送付

①積立共済年金加入者
10月上旬に、生命保険料控除のための証明書（個人年
金用・一般生命保険用）を積立共済年金加入者の届出
住所あてに送付します。

②共済定期保険加入者
10月末頃に、生命保険料控除のための証明書を共済定
期保険加入者の届出住所あてに送付します。

③住宅貸付借受者
平成21年12月までに住宅貸付を借り受けた人の「住宅
借入金等特別控除」のための平成22年分「残高証明書」
を、10月中に学校法人等あてに送付します。

　※ 22年中に住宅貸付を受けた人及び残高証明書交付
後、借入金年末残高等に異動が生じた人にかかる確
定申告用の「残高証明書」は、23年１月中旬に学校
法人等あてに送付します。

電話による健康増進・介護相談サービス

　東京臨海病院では、電話による健康増進・介護相談
サービスを実施しています。健康上の不安や家族を介護
するうえでの悩みなどについて、メディカルソーシャル
ワーカーが直接お答えするホットラインです（内容に
よっては、医師と相談のうえお答えします）。
　東京臨海病院　医療福祉相談室
　 0120（684）550
　プライバシーは厳守しますので、安心してご相談くだ
さい（携帯電話・ＰＨＳからも相談することができます）。
◆相談を受けられる人
　・加入者（任意継続加入者を含む）及びその家族
　・75歳以上の教職員等及びその家族
　・年金者及びその家族
◆相談できる日時
　月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
　（祝日及び12月29日から１月３日までを除く）
◆相談費用
　通話料、相談料ともに無料
◆相談できる内容
　健康相談、介護相談、介護情報

積立貯金　後期申し込み締め切り　　　　　残高通知書等の送付　

① 積立貯金の後期加入申し込みは10月25日（月）（私学
事業団必着）までとなります。ご希望の場合はお早め
にお申し込みください。
② 「積立貯金決算明細書」及び貯金者にかかる「積立貯
金残高通知書」は、10月上旬に学校法人等あてに送付
します。

　共済事業本部の代表電話がつながりにくい状態に
なっており、ご迷惑をおかけしております。特に、
月曜日や午前中は電話が大変混雑しておりますので、
ご了承ください。

共済業務

〒113 - 8441　文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校番号、加入者番号を
お手元にご用意ください。
http://www.shigakukyosai.jp/

共済業務

４日（月） 貸付  送金

６日（水） 貸付  ９月分定期償還期限

８日（金） 貯金  払込期限（必着）

15日（金） 貸付  11月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

20日（水） 貯金  送金

22日（金） 貸付  送金

25日（月）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

28日（木）
掛金  ９月調定分口座振替（自振校のみ）
貸付  10月分定期償還口座振替（自振校のみ）

29日（金） 貸付  11月22日送金申し込み締め切り

１日（月）
掛金  ９月調定分納期限
積立共済年金  後期加入申し込み開始
共済定期保険  後期加入申し込み開始

２日（火） 貸付  送金

６日（土） 貸付  10月分定期償還期限

10日（水） 貯金  払込期限（必着）

15日（月） 貸付  12月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

　　　　月の共済業務スケジュール　　　　月の共済業務スケジュール10

　　　　月の共済業務スケジュール　　　　月の共済業務スケジュール1111

　加入者向広報「レター」11月号、積立共済年金の
募集パンフレット等を10月下旬に学校法人等あてに
送付します。
※ 共済定期保険のパンフレット等は、別便にて10月
下旬に送付します。
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
（「月報私学」はホームページにも掲載しています）



平成23年度「学術研究振興資金」及び
「若手研究者奨励金」の公募締め切り

　平成22年９月１日付けで、大学・短期大学・高等専門
学校法人あてに送付しました、標記にかかる書類の提出
締め切りが近づいています。
　応募される学校法人は、期限までに「研究計画推薦書」、
「研究計画調書」等、必要書類を本事業団寄付金課まで
ご提出ください。
　なお、公募要領、公募様式等については、本事業団ホー
ムページ（http://www.shigaku.go.jp/）助成業務「学術
研究振興資金」から、「平成23年度学術研究振興資金公
募様式等」及び「平成23年度学術研究振興資金(若手研
究者奨励金)公募様式等」をご覧ください。

　　提出期限　平成22年10月22日（金）

 助成部　寄付金課
 ☎03（3230）7315・7316
 Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

第10回私学振興債券の発行

　私学事業団では、私立学校の施設設備の整備に要する
資金その他経営に必要な資金について、長期・固定の貸
付事業を行っています。
　この事業に要する資金の一部として、平成22年度は第
10回私学振興債券（10年債）の発行を予定しており、主
幹事に三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券（事務）と
野村證券を指名しました。
　発行額、発行時期等については未定です。

 財務部　経理第一課
 ☎03（3230）7272・7273
 Ｅメール　keiri1@shigaku.go.jp

私立学校等からの研修生受け入れ

　私学事業団では、私立学校教育の振興に関する実務経
験等を通じ、当該私立学校等の運営の充実を図るための
広い見識と実務能力の育成を図ることを目的として、私
立学校等の職員を受け入れる研修制度を設けています。
　平成23年度の研修生受け入れに関する募集要項は、10
月初旬にホームページ等でお知らせする予定ですのでご
覧ください。

 総務部　人事課
 ☎03（3230）7883・7884
 Ｅメール　jinji@shigaku.go.jp

〒102 - 8145　千代田区富士見1-10-12

☎03（3230）1321（代表）
http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm

助成業務

委員の就退任のお知らせ
◆共済審査会委員
（平成22年8月31日付）
退　任　　　岡　　　行　輔
退　任　　　嵯　峨　実　允
退　任　　　中　井　敏　夫
退　任　　　渡　部　　　茂

（平成22年9月1日付）
新　任　　　飯　岡　利　通
新　任　　　木　内　秀　樹
新　任　　　佐々木　順　司
新　任　　　三　友　　　宏

再　任　　　大　竹　則　雄
再　任　　　川　村　仁　弘
再　任　　　鈴　鹿　勇　二
再　任　　　町　田　信　夫
再　任　　　和　智　紀　朗
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月報私学　10月号（VOL．154）平成22年10月1日発行
編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7810・7811（企画室）

（禁無断転載） 

宿泊施設のご案内宿泊施設のご案内

融資事業のご案内融資事業のご案内

月今 の 表 紙

インターネットで宿泊予約ができます。
http://www.shigakukyosai.jp/
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ご相談はお早目にどうぞ!! 問い合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jp

平成22年度融資のご相談お待ちしています！
　本年度も私立学校の施設・設備の整備を支援する、固定金利で長期の事業団融資をご活用ください。
平成22年度融資事業計画

融資費目 対象となる事業内容 22年度
計画額

融資金利（平成22年9月9日現在）
20年以内

（うち据置2年）
10年以内

（据置年数2年以内含む）
百万円 ％ ％

一般施設費

①校（園）舎、体育館、講堂等の建築事業
②校地等買収、造成事業

47,700

1.7

1.0
③私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に選定された事業にかかる施設の整備事業 1.4
④次世代型学校施設の整備事業 1.5
⑤温暖化対策のための整備事業 1.4
⑥防災（耐震）機能強化の改修事業 1.4

特別施設費 ①寄宿舎、国際交流会館、附属病院等の建築、用地買収事業 40,100 1.8 1.1②障がい者の利便をはかるために校舎等を改修する事業 1.4
災害復旧費 風水害、地震等による災害復旧事業 100 1.0 ー
公害対策費 騒音、アスベスト等の公害防止対策のための施設整備事業 100 1.4 ー

教育環境
整備費

①机、椅子、図書等の校教具の購入　※対象学校は幼稚園、特別支援学校、専修学校

2,000

0.6 5年6か月以内
（うち据置6か月）

② 実験・実習用機器、通園バス等１個又は１組の価格が500万円以上の機器
備品・装置、車両等の購入 1.0 10年以内

（うち据置2年）③「私立大学研究設備整備費等補助金」等の補助対象設備・備品
④過疎地の高等学校の経営に必要な資金 0.7

⑤経営困難校を支援する法人が一時的に要する資金 0.6 5年6か月以内
（うち据置6か月）

※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。

平成22年４月、群馬県高崎市（JR高崎問屋町駅から徒歩８分）にメインキャンパスを移転しました。明るく開放的なキャンパ
スの各所に、学生と学生、学生と教員のコミュニケーションスペースをゆったりと設けています。今後も新たなキャンパスを
拠点に「人間愛にあふれた保健医療専門職の育成」に邁進します。

群馬パース大学

龍馬ゆかりの地・太宰府天満宮へ

〒810‒0001　福岡市中央区天神4‒8‒15　☎092（713）1112（代）
（福岡空港・JR「博多」駅から地下鉄で「天神」駅下車、徒歩５分）
http://www.hotelgp-fukuoka.com

・ 夕食は、和食膳・洋食コース料理・和洋折衷
料理よりお選びいただけます。
・ お部屋はシングル・ツイン・ダブル・和室を
ご用意いたします。
・ご予約は３日前までとさせていただきます。
★ 連泊の場合２泊目以降1,000円割引になり
ます。
※12月31日～１月２日は除きます。

　慶応元年（1865年）５月23日、坂本龍馬は太宰府を訪れ、天満
宮参道の旅館に５日間滞在しました。その滞在中、龍馬は三条実
美から薩長同盟の許しを得るとともに、薩摩・長州の藩士らと維
新の密議を重ねたとされます。
　福岡ガーデンパレスから太宰府まで電車で約40分。龍馬ゆかり
の地を訪れてみませんか。

10月～11月  8,500円
12月～３月  7,500円

１泊２食　１名様
加入者限定宿泊プラン

太宰府天満宮

【太宰府天満宮までのアクセス】
西鉄電車「西鉄福岡（天神）」駅（福岡ガーデンパレス
から徒歩7分）→「西鉄二日市」駅→「太宰府」駅下車、
徒歩5分
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